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この度，平成22年11月13日付けで同窓会会長に選任されました門田暁人と申します．
微力ながら，同窓会を盛り上げるために頑張ってまいりますので，ご支援，ご指導のほど，
よろしくお願い申し上げます．

奈良先端科学技術大学院大学は，本年，創立20周年を迎えました．この20年間に
6000名を超える修了生を輩出し，企業や大学等，さまざまな分野における修了生の活
躍をよく耳にするようになりました．また，大学としての評価も，平成21年度に文部科学省
国立大学法人評価委員会による第一期中期目標・中期計画の評価において86国立大
学法人中の総合評価1位を獲得するなど，トップクラスの実績を上げています．私自身
も情報科学研究科の第二期生として入学しましたが，当時は修了生がおらず，大学とし
ての評価も定まっていない中，期待半分・不安半分で飛び込み受験したという状況でし
た．当時のことを思うと，今日の母校の発展は大変感慨深く思います．私自身，奈良先
端科学技術大学院大学の修了生であることを大変誇りに思っております．

奈良先端科学技術大学院大学同窓会は，同窓生相互の親睦を図ること，および，母
校の教育研究支援等を行うことを目的として，平成12年に設置されました．その後，紆
余曲折があり，活動休止状態にありましたが，昨年度，同窓会便りの準備号の発行を行
うとともに，オープンキャンパス（高山サイエンスタウンフェスティバル）に合わせて母校
にて同窓会総会を開催し，会計報告，同窓会会則の改正の承認と，新役員の選出を
行いました．今年度はホームカミングデーの一環として，けいはんなプラザにて同窓会
総会と懇親会（同窓会パーティ）を開催いたしました．詳しくは次回の同窓会便りに掲載
されると思いますが，今年度は32名の参加がありました．出席者の顔ぶれを見ますと，
第一期の修了生から近年の修了生まで幅広い年代の方が集まり，先生方にもご出席い
ただくことができました．創立20周年をして，ようやく，同窓会らしい同窓会を開催するこ
とができたと喜んでおります．また，研究科単位，および，研究室単位でも，近年は活発
に同窓会が開催されていると聞き及んでおります．今後も修了生はますます増えていき，
大いに活躍されることと思いますが，ふとしたときに母校の様子が気になったり，在校時
の友人や恩師が懐かしくなることもあるかと思います．その際の受け皿として，微力なが
ら同窓会がお手伝いをできればと思いますので，今後ともよろしくお願い申し上げます．

ごあいさつ

同窓会会長 門田暁人
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平成２２年１１月１３日、同窓会総会および同窓会パーティーを開催いたしました。同窓
会総会には24名の出席者があり、城・（前）会長から同窓会の活動経緯の説明がありま
した。また、同窓会新体制についての審議があり、以下の新役員が選出され承認を受
けました。

会長： 門田 暁人（情報・H10年度修了）

副会長：斉藤 美知子（バイオ・H17年度修了） 、笹川 清隆（物質・H15年度修了）

理事：神原 誠之（情報・H13年度修了）、駒井 章治（バイオ・H11年度修了）
石河 泰明（物質・H14年度修了）、安原 主馬（物質・H20年度修了）

会計：神原 誠之（情報・H13年度修了）、安原 主馬（物質・H20年度修了）

監査：大平 雅雄（情報・H14年度修了）、蘆田 弘樹（バイオ・H16年度修了）

顧問：新名 惇彦（本学理事・副学長）

同窓会総会後は、同窓会パーティーを開催し、久しぶりの再会を喜び、各自の近況報
告や思い出話に花を咲かせました。

同窓会総会にて改訂が承認されました同窓会会則につきましては次頁に掲載してお
ります。また、以下の同窓会ホームページにもこれまでの活動報告を掲載しておりますの
で、是非ご覧ください。

同窓会ホームページ：

http://alumni.naist.jp/

同窓会総会＆同窓会パーティーを
開催しました！

ご報告

同窓会総会の様子 同窓会パ-ティーの様子

※平成23年10月1日に開催されました同窓会総会および懇親会については，
次回の同窓会便りにてご報告いたします．
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2010年11月13日改定
第1章 総 則
第1条 本会は、奈良先端科学技術大学院大学同窓会と称し、本部を奈良先端科学技術大学院大学

内に置く。

第2章 目的及び事業
第2条 本会は、会員相互の親睦を図り、併せて奈良先端科学技術大学院大学（以下、大学とい

う。）建学の目的及び使命の達成に寄与することを目的とする。
第3条 本会は、前条の目的を達成するために次の事業を行う。
(1) 会員相互の親睦
(2) 大学の教育・研究活動の支援
(3) 会員名簿の管理及び会誌の発行
(4) その他本会の目的の達成に必要な事業

第3章 会 員
第4条 本会の会員は、次に掲げる正会員、特別会員及び賛助会員とする。
(1) 正会員

奈良先端科学技術大学院大学を修了した者、または奈良先端科学技術大学院大学に在学
したことがあり正会員の推薦を得た者

(2) 特別会員
大学の教職員（退職者を含む。）及び正会員の推薦により理事会で承認された者

(3) 賛助会員
本会の目的に賛成し、本会に対し多大の援助をした法人又は個人で、正会員の推薦によ
り理事会で承認された者

第4章 役員及び職員
第5条 本会に次の役員を置く。
(1) 会長 1名
(2) 副会長 2名
(3) 理事 若干名
(4) 監査 2名
(5) 顧問 若干名

第6条 役員は次により選出する。
(1) 会長 正会員のなかから理事会が推薦し、総会で承認された者
(2) 副会長 正会員のなかから理事会が推薦し、総会で承諾された者
(3) 理事 会長及び副会長が推薦し、総会で承認された者
(4) 監査 会長が推薦し、理事会で承認された者
(5) 顧問 理事が推薦し、会長が承認した者
2 会長及び副会長は、理事を兼ねる。

第7条 会長、副会長、理事、監査及び顧問の任期は2年とする。ただし、再任は妨げない。
2 役員に欠員を生じた場合には、理事会において選出し、その任期は残存期間とする。

第8条 会長は、本会を代表し会務を総括する
2 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるときは、副会長のうちの1人がその職務を代理

する。
3 理事は、会務を処理する。
4 監査は、会務を監査する。
5 顧問は、会の運営について、会長、副会長及び理事の相談に応じ、また助言を行うことが

できる。

奈良先端科学技術大学院大学
同窓会会則

同窓会
会則
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第5章 会 議
第9条 本会の会議は総会及び理事会とする。
第10条 総会は、全正会員で構成し、会長が必要と認めたとき、会長が招集する。

2 総会は、2週間前までに議案、日時、場所を公示し、会長が招集する。
3 総会は、必要に応じて電子会議で開くことができる。
4 総会は、次の事項について決議する。

(1) 予算の決定及び決算の承認
(2) 会の運営方針及び会則の制定改廃
(3) 会長、副会長及び理事の選出
(4) その他

5 総会の議事は、出席会員の過半数をもって決する。可否同数のときは議長がこれを決する。
第11条 理事会は、会長、副会長、理事で構成し、本会の予算、決算、及びその他本会の運営に関

する重要事項を審議する。また本会の運営に関して企画、立案し及びその業務を執行す
2 監査及び顧問は、会長が意見・助言を求める必要がある場合は、参加することができる。

第12条 理事会は、それぞれの構成員からの要請により会長が必要と認めるとき、随時開催するこ
とができる。

2 理事会は、過半数の出席を必要とし、出席できないときは、委任状により議決を委任す
ることができる。

第6章 経 費
第13条 本会の経費は、会費、寄付金及びその他の収入をもって充てる。

第7章 会 計
第14条 会費は、永年会費として２万円とする。
第15条 会費は、正会員になると同時に納入するものとする。
第16条 納入した会費は、原則として返還しない。
第17条 寄付金は、理事会の承認により受領することができる。
第18条 本会の会計年度は、４月１日から翌年の３月31日までとする。
第19条 本会の会計の決算は、毎年度監査を受けた後、総会の承認を得なければならない。

第８章 改廃
第20条 会則の改廃は、総会において、出席正会員の３分の２以上の賛成を必要とする。

附 則
この会則は、平成２２年１１月１３日から施行する。

奈良先端科学技術大学院大学
同窓会会則

同窓会
会則
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奈良先端科学技術大学院大学
同窓会会則 概要および変更点

同窓会
会則

目 的

会員相互の親睦を図り、本学建学の目的及び使命の達成に寄与すること。

事業内容

（１）会員相互の親睦

（２）大学の教育・研究活動の支援

（３）会員名簿及び会誌の発行

（４）その他本会の目的の達成に必要な事業
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2010年12月10日に神戸の三ノ宮におきまし
て、「バイオ同窓パーティー2010」を開催いた
しました。今年は貝淵先生、河野先生にお越
しいただきまして楽しい時間を過ごさせていた
だくことができました。今回の担当が「三期生」
の担当だったので、幹事の中村さんがわざわ
ざ関東方面からこのためだけにお越しくださり、
その甲斐あってか、貝淵研の方々が集まって
くださって、懐かしくお話しさせていただけまし
た。来年以降も続けていく予定ですので、皆
様方の多数のご参加を心よりお待ち申し上げ
ております。来年は「四期生」の幹事当番です
ので、四期生の方々、どうぞよろしくお願いい
たします。

NAIST-Bio同窓会

近況報告

松本研究室10周年記念同窓会

近況報告

昨年、情報科学研究科・ソフトウェア工学研究室（旧ソフトウェア計画構成学講座）は発
足10年目を迎え、10周年記念同窓会を開催いたしました。全国各地で活躍する100名超
の卒業生のうち，約60名が集まり、在学時代の研究室での懐かしい思い出話や、奈良先
端で培った知識や経験が現在どのように生かされてい
るかなどを語り合い，大いに盛り上がりました。また、
卒業生らは10年間の記録として記念冊子「松本研10
周年の歩み」を作成しました。各学年の代表者らが在
学時代の思い出を写真や松本研で作成したポス
ター等を用いて綴りました。同窓会を通して卒業生の
奈良先端を懐かしく思う気持ちが強いことを認識し、
学生時代に戻ったような気持ちで、楽しい一時を過ご
すことができました。
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2011年度のNAIST-Bio同窓会パーティを，例年通り日本分子生物学会年会@横
浜の開催期間に併せ、下記要領にて行いたいと思います。

なお、今年の幹事は4期生の小川拓哉が担当させて頂きます。

【会場】 グリル・ダイニング ロズレ

http://r.gnavi.co.jp/g052834/

【開始】 12/13（Tue.） 19:00～

【会費】 4,000円前後

人数把握の関係上、参加ご希望の方はなるべく11月中に下記までご一報頂けます
と幸いです。

また、ご意見・ご質問・ご要望などもございましたら併せてお知らせ下さい。

【申込・お問い合わせ先】

NAIST-Bio同窓会（ bs.naist.jp@gmail.com ）

お友達もお誘いあわせの上、是非お気軽にご参加下さい。

皆様のお越しをお待ちしております。

２０１１年度 NAIST-Bio同窓会

参加募集

http://bsnaistalumni.blogspot.com/2011/10/2011.html

NAIST‐Bio同窓会：2011年度同窓会パーティWebサイト：
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今後，皆様にも本同窓会便りにご寄稿頂き，近況をお知らせ頂いたり，コラムを執筆頂い
たり，仕事や趣味仲間の募集や各種告知・広告をしていただけたらと考えています．その
他，本学卒業後の成功・失敗談や学生時代に心掛けておけば良かったことなども，現役生
にとても役立つと思います．内容はもちろん問いませんので是非お気軽にご投稿・ご連絡
下さい．

連絡・投稿先： dousou-w@ad.naist.jp

卒業生の皆様の「声」，
ぜひお聞かせ下さい！

記事
募集

門田 暁人（もんでん あきと 情報・平成10年度修了）

大平 雅雄（おおひら まさお 情報・平成14年度修了）

神原 誠之（かんばら まさゆき 情報・平成13年度修了）

斉藤 美知子（さいとう みちこ バイオ・平成17年度修了）

駒井 章治（こまい しょうじ バイオ・平成11年度修了）

蘆田 弘樹（あしだ ひろき バイオ・平成16年度修了）

笹川 清隆（ささかわ きよたか 物質・平成15年度修了）

安原 主馬（やすはら かずま 物質・平成20年度修了）

石河 泰明（いしかわ やすあき 物質・平成14年度修了）

同窓会運営組織メンバー

編集

「せんたん同窓会便り・２０１１年秋号（Vol.1）」は，以下の同窓会運営組織メンバーが
執筆・編集を行いました．


